
平成 15年 10月 30日

各      位

会 社 名  石 原 産 業 株 式 会 社            

代表者名  取締役社長　田 村 藤 夫     

コード番号  4028 東証・大証・名証第１部

福岡

問合せ先  専務取締役

　　　　経営企画管理本部長 　藤田　勝

（TEL．  06－6444－1850）

中間業績予想の修正及び特別利益の主な内容について

　最近の業績の動向等を踏まえ、平成15 年 8 月 11 日の第１四半期決算発表時に公表した中間業績予想の
修正及び特別利益の主な内容について、下記のとおりお知らせいたします。

記

１．平成 16 年 3 月期中間連結業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1 日　～　平成15 年 9 月 30 日）
　　（単位：百万円、％）

売　上　高 経常利益 中間純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 48,000 200 0

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 48,400 700 1,200

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 400 500 1,200

増 減 率            （％） 0.8% 250.0% －

（ご参考）
前期（平成 15 年 3 月中間期）実績

49,202 △360 △1,647

２．平成 16 年 3 月期中間単独業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1 日　～　平成15 年 9 月 30 日）
（単位：百万円、％）

売　上　高 経常利益 中間純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 32,000 700 400

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 34,200 1,900 2,400

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 2,200 1,200 2,000

増 減 率            （％） 6.9% 171.4% 500.0%

（ご参考）
前期（平成 15 年 3 月中間期）実績

32,046 77 △456



３．修正の理由及び特別利益の主な内容

（１）修正の理由

当中間期につきましては、前回予想を公表後、主力製品の酸化チタン、農薬販売の維持、拡販に

努め、計画達成に邁進するとともに、コスト削減に取り組んでまいりました。

この結果、中間期末にかけての主要通貨の円高が進行したことによる影響もありましたが、売上

原価率の改善効果などにより、連結経常利益は前回予想を上回る 7 億円となる見通しです。

連結中間純利益は、「新３カ年中期経営計画」の方針に基づいて財務体質改善のための持合い株式

の売却を実行したことなどにより、前回予想を上回る 12 億円となる見通しです。

なお、単独業績も、上記のとおり前回予想を上回り、経常利益19 億円、中間純利益 24 億円とな

る見通しです。

（２）特別利益の主な内容

当社が保有する上場有価証券のうち、一部銘柄を売却したことによる投資有価証券売却益約 6.5

億円を計上する予定です。（上記の修正予想に織込み済み。）

なお、通期の見通しにつきましては、11 月 21 日に予定している中間決算発表時に公表いたします。

(注)上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

以　　上


